
 

 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症対策事業の実施状況について（水産物の消費・販売促進） 

 

１ 県産農林水産物学校給食提供緊急対策事業（学校給食への県産ホタテガイの提供） 

(1) 目的 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、価格の低下が生じている県産ホタテガイを、 

県内小中学生等を対象とした「食育活動」の食材として学校給食に無償提供するもの。 

(2) 実施概要 

 ・ 事業実施者：岩手県水産加工業協同組合連合会 

・ 実施市町村数、実施学校数及び食材提供人数(延べ) 

：21 市町村、186 校、55,515 人 

（内訳：ボイル貝柱 16,697 人、貝柱ホイル巻 38,818 人） 

・ 実施期間：令和２年 10 月 22 日から令和３年２月 10日まで 

 

２ 県産水産物需要創出緊急対策事業（県産水産加工品の新聞広告掲載等） 

(1) 目的 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、価格低下や在庫が滞留している県産水産物 

の消費を拡大するため、県産水産物を用いた水産加工品の新聞広告を掲載するとともに、 

販売促進や商品開発のアドバイザーを派遣し、需要の喚起を図るもの。 

(2) 実施概要 

ア 地元新聞への広告掲載 

・ 令和２年９月 26 日(土)、岩手日報に県内水産加工事業者 

25 社の商品を掲載。 

 イ 販売･商品開発に係るアドバイザー派遣 

  ・ 水産加工事業者へ家庭消費向け加工品開発や販路開拓 

   (ネット販売等)を支援するアドバイザーを派遣。 

 

３ 県産農林水産物販売促進緊急対策事業(県産水産物販売促進キャンペーン) 

(1) 目的 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、消費が減退している県産水産物の消費拡大 

を図るため、販売促進キャンペーンを実施するもの。 

 (2) 実施概要 

 ・ 事業実施者：岩手県漁業協同組合連合会 

・ キャンペーン名称：いわての海産物を食べて応援フェア 

(令和２年 10 月 19 日から 12 月 28 日まで) 

  ・ キャンペーン参加店舗数：150 店舗 

  ・ キャンペーン景品(Ａ賞及びＢ賞各 50名、計 100 名)への応募状況：890 通 

 

資料６ 

図２ 奥州市立胆沢学校給食センターの 

宮古産ホタテをたっぷり使った「岩手三陸ラーメン」 

図１ 宮古市立田老第一小学校でのホタテ給食風景 

図４ キャンペーン告知ポスター 

図３ 岩手日報への掲載広告 


